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１ アンケート項目

（１）共通項目
• 問１）性別、職業、年齢、運転免許証の有無、普段利用する移動手段

• 問２）お住まいの市町村

• 問３）これまでの路線バスの利用の有無（ありの場合、その目的）

• 問４）バスの乗り方教室の認知度、参加経験

• 問５）バスロケーションシステムの認知度

• 問６）モバイル乗車券の認知度

• 問７）自宅から最寄りのバス停までの距離

• 問８）現在の、路線バスの利用の有無 （２）又は（３）へ

（２）現在路線バスを利用している方
• 問１）利用の目的、頻度、利用区間

• 問２）運賃の支払方法

• 問３）路線バスに対する満足度

• 問４）今後、よりバスを利用したくなるためには

（３）現在路線バスを利用しいない方
• 問１）路線バスを利用しない理由

• 問２）路線バスに対するイメージ

• 問３）今後、バスを利用したくなるためには



２ 結果（１）共通項目＿回答者の属性【 】

・アンケート発送数

５，６９０件
※市町村による無作為抽出により対象者を選定

・アンケート期間

６月２５日～７月８日まで

・回収

１，９０８件（回収率：３３．５％）

発送数回答数市町村
2,090701宮崎市
840282都城市
630229延岡市
270102日南市
23070小林市
31096日向市
9035串間市

16047西都市
10041えびの市
13035三股町
5012高原町

10035国富町
4013綾町

11032高鍋町
9029新富町
103西米良村
3010木城町
8019川南町
6010都農町

10034門川町
106諸塚村
208椎葉村
306美郷町
7027高千穂町
209日之影町
207五ヶ瀬町

10無回答
5,690 1,908 計



２ 結果（１）共通＿回答者の属性【 】

• 人（ ％）が運転免許所有者であり、非保有者は 人（ ％）となっている。

• 普段利用する移動手段では、自家用車が 人（ ％）と最も多いが、路線バスも 人
（ ％）となっている。

自営業者
会社員・公務員等
パート・アルバイト
専業主婦・主夫

大学生
高校生

無職（年金生活含む）
その他
無回答

職業

１５～１８歳
１９～２２歳
２３～２９歳
３０～３９歳
４０～４９歳
５０～５９歳
６０～６９歳
７０～７９歳
８０歳以上
無回答

年齢

あり

なし

免許返納済み

無回答

運転免許証の有無

自家用車（送迎含む）

鉄道

路線バス

コミュニティバス・乗合タクシー

タクシー

バイク・原付バイク

自転車・徒歩

無回答

普段利用する移動手段



２ 結果（１）共通＿これまでの路線バスの利用の有無【 】

これまで、県内で路線バスを
利用したことがあるか

あり なし 無回答

通勤

通学

買物

通院

観光

その他

無回答

バスを利用した目的 ※複数回答可

• 人（ ％）の方が、これまでバスを利用したことあり。

• 利用した目的としては、買物が 人と突出して多くなっている。



２ 結果（１）共通＿各認知度【 】

• バスの乗り方教室、バスロケーションシステム、モバイル乗車券の認知度はいずれも ％を
下回っている。

「バスの乗り方教室」を知っているか

知っている 知らない 無回答

「バスの乗り方教室」への参加経験

あり なし 無回答

「バスロケーションシステム」を知っているか

知っている 知らない 無回答

「モバイル乗車券」を知っているか

知っている 知らない 無回答



２ 結果（１）共通＿バス停までの距離、現在のバス利用【 】

• バス停までの距離では、 未満が 人（ ％）、 以上が 人（ ）である。

• 現在バスを利用している方は 人（ ％）となっている。

現在、バスを利用しているか

利用している 利用していない 無回答

※ 以降、「バス利用者」と「バスを利用していない方」に分けた設問

１００ｍ未満

１００ｍ～５００ｍ未満

５００ｍ～１ｋｍ未満

１ｋｍ以上

わからない

無回答

自宅から最寄りのバス停の距離



２ 結果（２）バス利用者＿目的、頻度、支払方法【 】

• 利用目的は、買物が 人ともっとも多く、次いで、通院 人である。

• 利用頻度では、週１回以上の利用は 人（ ）である。

• 決済方法は、現金が 人（ ）、キャッシュレスが 人（ ）である。

通勤

通学

買物

通院

観光

その他

無回答

利用目的 ※複数回答可

毎日

平日のみ

週１～２回

月１～２回

年１～２回

無回答

利用頻度

現金 ※ＩＣカードを提示して現金で支払う場合を含む。

ＩＣカード（ 、みやざきシニアパス、敬老バスカなど）

スマートフォン（モバイル乗車券、モバイル など）

その他

無回答

決済方法



２ 結果（２）バス利用者＿路線バスに対する満足度【 】

• ③乗り心地、②乗り降りのしやすさ、⑧乗務員の対応では、満足度が高くなっている。

• 一方、⑦他のバスや鉄道などへの乗り継ぎのしやすさ、①バス停・待合施設の設備や、⑥路線
図（行き方）のわかりやすさでは、相対的に満足度が低くなっている。

➀バス停・待合施設の設備

➁乗り降りのしやすさ

③乗り心地

④料金

➄時刻表のわかりやすさ

➅路線図（行き方）のわかりやすさ

⑦他のバスや鉄道などへの乗り継ぎのしやすさ

⑧乗務員の対応

路線バスに対する満足度

非常に満足 満足 不満 非常に不満 わからない 無回答



２ 結果（２）バス利用者＿よりバスを利用するには【 】

• 「２ 運行本数が増える」、「９ 停留所が使いやすくなる」、「４ 運賃が安くなる」の順に
多くなっている。

バス停が近くにできる

運行本数が増える

時間帯が変更される

運賃が安くなる

利用方法がわかりやすくなる

外出したくなるようなお得なクーポン付きの乗車券ができる

目的地へ接続するバス路線が整備される

乗り降りしやすいノンステップバスが導入される

停留所が使いやすくなる（ベンチや屋根の整備等）

鉄道など他の交通機関との接続が改善される

運行時間が正確になる

ルートや時刻表などの情報がわかりやすく（入手しやすく）なる

ＩＣカード以外のキャッシュレス決済が導入される

その他

無回答

よりバスを利用するには ※複数回答可



２ 結果（３）バス非利用者＿利用しない理由【 】

• 「１ 自家用車等で移動できるため」が突出して多くなっており、次いで「４ 運行本数が少な
いため」、「５ 都合の良い運行時間帯に運行していないため」が多くなっている。

自家用車やバイク等で移動するため

バス停まで遠いため

家族等の送迎で十分であるため

運行本数が少ないため

都合の良い時間帯に運行していないため

運賃が高いため

乗り方や支払い方法がよくわからないため

外出する機会が少ないため

外出したい目的地を通るルートがないため

外出時に荷物を運ぶため

乗り降りしやすい車両がないため

停留所が使いづらいため

鉄道など他の交通機関との接続が悪いため

運行時間が正確でないため

ルートや時刻表などの情報がわかりにくい（入手しづらい）ため

その他

無回答

路線バスを利用しない理由 ※複数回答可



２ 結果（３）バス非利用者＿路線バスのイメージ【 】

• ③乗り心地、②乗り降りのしやすさ、⑧乗務員の対応の順に良いイメージを抱かれている。

• 一方、⑦他のバスや鉄道などへの乗り継ぎのしやすさ、⑥路線図のわかりやすさ、④料金のイ
メージが相対的に芳しくない。

➀バス停・待合施設の設備

➁乗り降りのしやすさ

③乗り心地

④料金

➄時刻表のわかりやすさ

➅路線図行き方のわかりやすさ

⑦他のバスや鉄道などへの乗り継ぎのしやすさ

⑧乗務員の対応

路線バスのイメージ ※「わからない」の回答を除く

非常に良い 良い 悪い 非常に悪い 無回答



２ 結果（３）バス非利用者＿バスを利用するには【 】

• 「１ 自分が運転できなくなったら」が突出して多く、次いで「４ 運行本数が増えたら」、
「３ 家族等の送迎がなくなったら」が多くなっている。

自分で運転ができなくなったら
バス停が近くにできたら

家族等の送迎がなくなったら
運行本数が増えたら
時間帯が変更されたら
運賃が安くなったら

乗り方や支払い方法がわかったら
外出したくなるようなお得なクーポン付きの乗車券ができたら

目的地へ接続するバス路線が整備されたら
乗り降りしやすいノンステップバス車両が導入されたら
停留所が使いやすくなったら（ベンチや屋根の整備等）

鉄道など他の交通機関との接続が改善されたら
運行時間が正確になったら

ルートや時刻表などの情報がわかりやすく（入手しやすく）なったら
ＩＣカード以外のキャッシュレス決済が導入されたら

状況が改善されても利用しない
その他
無回答

どうすれば路線バスを利用するようになるか ※複数回答可


